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この PDF について

「新機能」は、最新バージョンの CICS Transaction Server for z/OS の新しいフ
ィーチャーおよび機能について要約したものです。それらのフィーチャーの詳しい
使用方法については、その他の製品資料で説明されています。また本書では、この
バージョンの CICS TS において、アプリケーション・プログラミング・インター
フェースなどの CICS の外部要素に加えられた変更点についても要約します。本書
の主な対象読者は、新規リリースの範囲について理解する必要があるアプリケーシ
ョン・プログラマーおよびシステム・プログラマーです。

本書で使用されている用語や表記について詳しくは、IBM Knowledge Center の
『CICS 資料で使用されている表記規則および用語』を参照してください。

この PDF の作成日

この PDF は、2018 年 12 月 14 日に作成されました。
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第 1 章 新機能

CICS® Transaction Server for z/OS®, バージョン 5 リリース 5 では開発チームが
強力かつ混合言語型アプリケーションを作成できる一方で、運用チームはこれらの
アプリケーションを単一制御点から管理できます。

CICS Transaction Server for z/OS V5.5 発表レターの参照が必要な場合がありま
す。CICS Explorer® の新機能については、CICS Explorer の製品資料で説明してい
ます。

CICS Transaction Server for z/OS, バージョン 5 リリース 5 の一部として以下の
機能と機能拡張が提供され、以下の領域をカバーします。

v 言語サポート

v システム管理

v セキュリティー

v パフォーマンス

v 継続的デリバリー APAR

以下の表の機能は、表記されている職務に限定されるわけではありません。職務を
超えて興味対象になるものもあります。

言語サポート機能:

表 1. CICS TS for z/OS, バージョン 5.5 で提供される言語サポート機能

アプリケーション開発者向け システム・プログラマー向け

23 ページの『 Liberty の機能拡張』 11 ページの『CMCI GraphQL API が CICS リソース
およびリソース間の関係について照会する機能をサポート
する』

6 ページの『Node.js アプリケーション・サポート』 10 ページの『CICS API および SPI コマンドの使用の
制御』

23 ページの『環境変数の機能拡張』 7 ページの『外部 CICS インターフェース (EXCI) クラ
イアントでチャネル上のコンテナーを照会およびブラウズ
することが可能』

10 ページの『CICS 保守ストレージを解放しようとした
操作を拒否するように拡張された FREEMAIN および
FREEMAIN64』

5 ページの『切り替え可能な機能の有効化状態および構
成設定を SPI、XPI、および CICSPlex SM で照会でき
る』

9 ページの『CICS 変換プログラムによる COBOL プロ
グラムの変換に対する変更点』

4 ページの『ASSIGN の新規パラメーター
LOCALCCSID』

システム管理機能:
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表 2. CICS TS for z/OS, バージョン 5.5 で提供されるシステム管理機能

システム・プログラマー向け

11 ページの『CICS Explorer の機能拡張』

21 ページの『EXEC PGM=DFHSIP ステートメントの PARM パラメーターおよび SYSIN データ・セットに HPO
を指定する機能』

20 ページの『PLT (プログラム・リスト・テーブル) のサポートの変更』

21 ページの『EXEC CICS START の変更点』

14 ページの『TN3270 クライアントの IP アドレスを照会するための CICS SPI および API コマンドの新規パラ
メーター TNADDR、TNIPFAMILY、および TNPORT』

8 ページの『疑似会話のデータ管理の拡張』

8 ページの『別のタスクによって取り消された要求の管理の拡張』

8 ページの『CFE および CCE フォーマットの CICS イベントの DFHEP.DATA および DFHEP.CHAR コンテナ
ーの新しいカウント』

9 ページの『CICS ポリシー規則の統計』

10 ページの『CICS 提供の MQ トリガー・モニター・プログラム DFHMQTSK の使用に関する制約事項』

21 ページの『DYNAMIC(NO) と定義された BTS トランザクションでは、分散ルーティング・プログラムが呼び出
されなくなった』

17 ページの『新しいオプションおよびフィールドに最後の CICS システム始動の日時が表示される』

5 ページの『アウトバウンド Web 要求のモニター』

18 ページの『ローカル・システムの AID チェーンの自動開始プログラム記述子の管理の拡張』

19 ページの『領域の端末管理テーブル内のローカル・システム・エントリーの拡張』

20 ページの『VSAM データ・セットでの PATH 別名のサポートの拡張』

12 ページの『CICS に接続できる CICS Explorer のレベルを制御する機能』

23 ページの『JVM サーバー・ロギングの機能拡張』

22 ページの『JVM プロファイルの機能拡張』

6 ページの『X8、X9、L8、L9 TCB に関連した USS プロセスの CICS 処理の変更点』

セキュリティー機能:

表 3. CICS TS for z/OS, バージョン 5.5 で提供されるセキュリティー機能

アプリケーション開発者向け システム・プログラマー向け

3 ページの『指定されたグループ ID に対するパスワー
ドまたはパスフレーズ検査をサポートするために
VERIFY PASSWORD および VERIFY PHRASE に追加
された新規パラメーター GROUPID』

18 ページの『JES 内部読み取りプログラムへの JCL ジ
ョブ実行依頼のセキュリティーの向上』

4 ページの『アプリケーションで別のユーザー ID のセ
キュリティー許可を照会できるように拡張された QUERY
SECURITY』

8 ページの『デフォルトの最小 TLS レベルが 1.2 に変
更された』

12 ページの『セキュリティー機能拡張をサポートするた
めの CMCI の変更点』

6 ページの『始動時にすべてのカテゴリー 1 トランザク
ションにアクセスするための権限が領域ユーザー ID に
あるかどうかの確認』

7 ページの『端末サインオン・セキュリティー制御のた
めの GMTRAN の新規オプション』
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パフォーマンス機能:

表 4. CICS TS for z/OS, バージョン 5.5 で提供されるパフォーマンス機能

アプリケーション開発者向け システム・プログラマー向け

22 ページの『チャネルおよびコンテナーのパフォーマン
スの向上』

17 ページの『カップリング・ファシリティー・データ・
テーブルへのアクセスがスレッド・セーフになった』

21 ページの『QUERY SECURITY のパフォーマンス向
上』

4 ページの『MXT 状態に反応するように拡張された
CICS-MQ アラート・モニター CKAM』

9 ページの『Web クライアントが 64 ビット (2 GB 境
界より上) のバッファーを使用する』

継続的デリバリー APAR 更新:

表 5. 他のリリースに継続的デリバリー更新として APAR を介して提供される機能であり、CICS TS for z/OS, バー
ジョン 5.5 でも提供される機能

アプリケーション開発者向け システム・プログラマー向け

24 ページの『Link to Liberty の DPL サブセットの制
限緩和』

15 ページの『パージ要求または強制パージ要求の対象の
CICS タスクで使用されている Db2 スレッドの処理』

24 ページの『Liberty JVM サーバーでの JWT および
OpenID Connect (OIDC) のサポート』

15 ページの『JVM サーバー・オプション
WLP_ZOS_PLATFORM を使用せずに複数の Liberty
JVM サーバーを 1 つの領域で実行できる』

13 ページの『CICS アシスタントがマッピング・レベル
4.2 および 4.3 をサポート』

16 ページの『CICS ポリシーの新しいシステム規則タイ
プ』

12 ページの『新規システム初期設定パラメーター
KERBEROSUSER で Kerberos サービス・プリンシパル
に関連付けるユーザー ID を指定できる』

13 ページの『ポリシー・イベントの静的データ・キャプ
チャー項目およびイベント名のサポート』

14 ページの『CICS LSR プールでの VSAM 動的バッフ
ァー追加の無効化』

15 ページの『CICSPlex SM ワークロード・ルーティン
グの決定における領域 z/OS WLM ヘルス値の使用の拡
張』

7 ページの『VSAM ファイルの拡張されたレプリカ生成
ロギング』

指定されたグループ ID に対するパスワードまたはパスフレーズ検査
をサポートするために VERIFY PASSWORD および VERIFY PHRASE に追
加された新規パラメーター GROUPID

VERIFY PASSWORD および VERIFY PHRASE に新しいパラメーター GROUPID を指定す
ると、CICS は外部セキュリティー・マネージャーに記録されたユーザー ID とパ
スワードまたはパスワード・フレーズに加えて、グループ ID に対してパスワード
またはパスワード・フレーズ検査を実行できます。
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VERIFY PASSWORD の詳細を表示...

VERIFY PHRASE の詳細を表示...

表に戻る

アプリケーションで別のユーザー ID のセキュリティー許可を照会で
きるように拡張された QUERY SECURITY

QUERY SECURITY コマンドの新しいオプション USERID を使用すると、あるユーザー
ID で実行されているアプリケーションが、別のユーザー ID を指定して、その指定
したユーザー ID が指定したリソースにアクセスできるかどうかを照会できます。

CICS は、RACF などの外部セキュリティー・マネージャーを使用して代理ユーザ
ー検査を実行し、別のユーザー ID の照会が許可されているかどうかを確認しま
す。

 詳細を表示...

表に戻る

ASSIGN の新規パラメーター LOCALCCSID

CICS 領域で使用されているコード・ページの照会をサポートするために、新規パラ
メーター LOCALCCSID が ASSIGN コマンドに追加されました。

 
ASSIGN の詳細を表示...

表に戻る

MXT 状態に反応するように拡張された CICS-MQ アラート・モニタ
ー CKAM

CICS で MXT 状態が発生すると、CKAM が、この状態が存続するときに
MQMONITOR から 1 秒あたりに発行できる MQGET 呼び出しの最大数を計算し
ます。これにより、CICS が MXT である間に MQMONITOR リソースから開始さ
れるタスクの数を実際に制限することができます。

 詳細を表示...

表に戻る
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切り替え可能な機能の有効化状態および構成設定を SPI、XPI、およ
び CICSPlex SM で照会できる

CICS TS V5.4 で機能トグルが導入されたことに続き、機能トグルの値を取得する
ために使用できるいくつかの方法が CICS に用意されました。

v 新規 SPI コマンド INQUIRE FEATUREKEY

INQUIRE FEATUREKEY は、機能トグルのブラウズもサポートします。

v 新規 XPI 関数 (DFHPAIQX INQUIRE_FEATUREKEY)

v CICSPlex SM は、新規リソース・テーブル FEATURE を利用して、機能トグル
を照会します。

機能トグルを使用して、切り替え可能な機能を有効にしたり、構成オプションを設
定したりできます。新規の SPI コマンドと XPI 関数、および CICSPlex SM の機
能拡張により、CICS 領域の切り替え可能な機能の有効化状態と構成設定を簡単に照
会できるようになりました。

v INQUIRE FEATUREKEY の詳細を表示...

v DFHPAIQX INQUIRE_FEATUREKEY の詳細を表示...

表に戻る

アウトバウンド Web 要求のモニター

CICS が Web クライアントとしてオープンした、または呼び出した URIMAP お
よび WEBSERVICE をリアルタイムでモニターできるようになりました。CICS モ
ニターが拡張され、リソース・モニター・クラスに新しいモニター・レコード
URIMAP および WEBSERVICE が追加されました。1 つのタスクで複数の
URIMAP または WEBSERVICE レコードをモニターできます。

URIMAP レコードは、URIMAP のユーザー・タスクから発行された WEB OPEN
URIMAP、WEB RECEIVE、WEB SEND、および WEB CONVERSE の各要求の完了をモニター
します。

WEBSERVICE レコードは、WEBSERVICE のユーザー・タスクから発行された
INVOKE SERVICE 要求の完了をモニターし、使用された PIPELINE リソース定義の
名前を追跡します。

この機能拡張により、長いソケット待機時間に関連付けられた URIMAP または
WEBSERVICE の特定と、問題のある宛先の診断が簡単になります。

 詳細を表示...

表に戻る
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始動時にすべてのカテゴリー 1 トランザクションにアクセスするた
めの権限が領域ユーザー ID にあるかどうかの確認

始動時に、CICS は、すべてのカテゴリー 1 トランザクションへのアクセスが領域
ユーザー ID に許可されているかどうかを検査するようになりました。許可されて
いないカテゴリー 1 トランザクションが検出されると、CICS は許可されていない
トランザクションごとにメッセージ DFHXS1113 を発行し、初期化は失敗します。

 詳細を表示...

表に戻る

Node.js アプリケーション・サポート

Node.js は、JavaScript で作成されたアプリケーション用のサーバー・サイド・ラ
ンタイムです。これは軽量かつ効率的で、入出力集中型アプリケーションに最も適
しています。 z/OS の基礎となる非同期 I/O サポートを使用し、モジュール・ド
リブンのハイ・スケーラブルなアプローチを提供して、アジャイル・プラクティス
を促進するアプリケーション設計および開発を行うことができます。

CICS は、CICS アドレス・スペース内で Node.js アプリケーションを実行する機
能をサポートするようになりました。他のプラットフォームの場合と同様に、
Node.js アプリケーションを作成することができます。そのようなアプリケーショ
ンを CICS で実行すると、CICS データへのアクセスが容易になり、既存のツール
やプロシージャーと操作を統合できるようになります。 CICS は、Node.js アプリ
ケーションが CICS サービスを呼び出すためのローカル側で最適化された API を
備えていて、アプリケーション・データと JSON の間の変換を処理する CICS
JSON Web サービス・サポートを有効活用します。

 詳細を表示...

表に戻る

X8、X9、L8、L9 TCB に関連した USS プロセスの CICS 処理の変
更点

CICS は、TCB が CICS タスクから解放され、関連するオープン TCB の CICS デ
ィスパッチャー・プールに返されたときに、X8、X9、L8、L9 TCB からの USS プ
ロセスの解放を管理するようになりました。

 詳細を表示...

表に戻る
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VSAM ファイルの拡張されたレプリカ生成ロギング

CFCT という新しいシステム・トランザクションとその関連プログラム DFHFCLJ1
は、VSAM ファイル (復旧不能な VSAM ファイルを含む) のタイアップ・レコー
ドを指定された間隔でレプリカ生成ログに提供することを目的としています。この
機能を使用可能にするには、INITPARM システム初期設定パラメーターを設定しま
す。

この機能は、CICS TS 5.3 および 5.4 (APAR PI97207) でも使用可能です。

 詳細を表示...

表に戻る

外部 CICS インターフェース (EXCI) クライアントでチャネル上のコ
ンテナーを照会およびブラウズすることが可能

外部 CICS インターフェース (EXCI) に、QUERY CHANNEL、STARTBROWSE
CONTAINER、GETNEXT CONTAINER、および ENDBROWSE CONTAINER という 4 つの新し
いコマンドが備えられました。EXCI クライアントは、これらのコマンドを使用し
て、チャネル上のコンテナーの数を照会し、チャネル上のコンテナーをブラウズす
ることができます。

 詳細を表示...

表に戻る

端末サインオン・セキュリティー制御のための GMTRAN の新規オプシ
ョン

CICS 提供のサインオン・トランザクション CESL または CESN を使用してログ
オンする場合に、GMTRAN システム初期設定パラメーターの新規オプション EXIT ま
たは DISCONNECT で、ユーザーがサインオンの実行に失敗したときの処理を制御
できるようになりました。

DISCONNECT オプションが有効な場合、PF3 または PF15 を使用すると、サイン
オン・トランザクションが終了され、端末セッションが切断されます。EXIT がデフ
ォルトです。EXIT オプションが有効な場合、PF3 または PF15 を使用すると、サ
インオン・トランザクションは終了されますが、端末セッションは接続されたまま
になり、それ以降のすべてのトランザクションで CICS のデフォルト・ユーザー
ID が使用されます。

GMTRANシステム初期設定パラメーターを DISCONNECT オプションにして CESN
または CESL を指定すると、端末ユーザーは有効なサインオン資格情報を入力する
か、端末セッションを切断することができます。これにより、端末セッションのセ
キュリティー制御が向上します。

新規オプションは、CESL または CESN にのみ影響を与えます。
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詳細を表示...

表に戻る

疑似会話のデータ管理の拡張

新しいシステム初期設定パラメーター GNTRAN に、ユーザーの端末タイムアウト期
間が満了したときに CICS が呼び出すトランザクションを指定できるようになりま
した。このパラメーターは、タイムアウト・サインオフの対象である端末で、疑似
会話を使用し続けるかどうかを CICS に指示します。

 詳細を表示...

表に戻る

デフォルトの最小 TLS レベルが 1.2 に変更された

CICS TS は、MINTLSLEVEL システム初期設定パラメーターを使用して、セキュア
TCP/IP 接続のための最小 TLS プロトコルを指定します。MINTLSLEVEL のデフォル
ト値は TLS12 に変更されています。

 詳細を表示...

表に戻る

別のタスクによって取り消された要求の管理の拡張

CICS コマンド DELAY が拡張され、正常に実行された遅延と、取り消し要求の結果
として実行された遅延とを区別できるようになりました。別のタスクから CANCEL
REQID コマンドによって DELAY コマンドが取り消された場合、DELAY コマンドは
RESP(NORMAL) および RESP2 値 23 で終了します。

 詳細を表示...

表に戻る

CFE および CCE フォーマットの CICS イベントの DFHEP.DATA
および DFHEP.CHAR コンテナーの新しいカウント

キャプチャー・データ項目数の新しいカウント EPFE-ITEMCOUNT が CICS イベント
処理コンテキスト・ヘッダー (EPFE) に追加されました。このヘッダーは、CICS
フラット化イベント (CFE) と CICS コンテナー・ベース・イベント (CCE) の両方
に含まれています。CCE イベントでは、DFHEP.CCECONTEXT というコンテキスト・
コンテナーにこの新しいカウントが含まれます。このカウントは、トランザクショ
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ン開始 EP アダプターによって開始されたタスクに渡される DFHEP.DATA および
DFHEP.CHAR コンテナーの数と等しくなります。

 詳細を表示...

表に戻る

Web クライアントが 64 ビット (2 GB 境界より上) のバッファーを
使用する

Web ドメイン (WB) が、HTTP アウトバウンド・メッセージの送受信時に内部 64
ビット (2 GB 境界より上) のバッファー・ストレージを使用するようになりまし
た。この変更により、31 ビット仮想記憶域の制約が取り払われ、CICS 領域で 31
ビット・アプリケーションに使用できる量が増えました。

 WEB SEND (クライアント) の詳細を表示...

WEB RECEIVE (クライアント) の詳細を表示...

WEB CONVERSE の詳細を表示...

表に戻る

CICS ポリシー規則の統計

CICS ポリシー規則の統計が使用できるようになりました。CICS は、ポリシーに定
義されている各規則のリソース統計を収集し、要約レポートを提供します。

EXEC CICS PERFORM STATISTICS RECORD POLICY システム・コマンドを使用して、ポ
リシー規則統計を取得できます。

 詳細を表示...

表に戻る

CICS 変換プログラムによる COBOL プログラムの変換に対する変更
点

CICS 変換プログラムは、COBOL プログラムをコンパイルするときに、COBOL
LIB パラメーターを CBL カードに挿入しなくなりました。この変更は、統合され
た変換プログラムには影響しません。

CICS 変換プログラムが変更されて、統合変換プログラムの動作に一致するようにな
りました。つまり、TRUNC(OPT) を使用するときに切り捨ての問題を回避するた
め、PIC S9(4) COMP ではなく PIC S9(4) COMP-5 で定義されたフィールドが生
成されます。これによって、TRUNC(OPT) を使用するときに、COBOL 5 と
COBOL 6 のパフォーマンス向上を活用できます。
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詳細を表示...

表に戻る

CICS 保守ストレージを解放しようとした操作を拒否するように拡張
された FREEMAIN および FREEMAIN64

CICS コマンドの FREEMAIN と FREEMAIN64 は、CICS 保守ストレージ (例えば、
GET CONTAINER SET コマンドによって返されるストレージ) を解放しようとする操
作を、RESP(INVREQ) と RESP2 値 3 を出して拒否するように拡張されました。

 
FREEMAIN の詳細を表示...

FREEMAIN64 の詳細を表示...

表に戻る

CICS 提供の MQ トリガー・モニター・プログラム DFHMQTSK の
使用に関する制約事項

CICS 提供の MQ トリガー・モニター・プログラム DFHMQTSK は、CICS MQ
トリガー・モニターおよびタスク・イニシエーター・トランザクション CKTI で使
用するために予約されています。DFHMQTSK をユーザー・トランザクションとし
て呼び出そうとすると、ユーザー・トランザクションは異常終了し、異常終了コー
ド AMQO が返されます。

ユーザー・トランザクションを MQ キュー・モニターとして使用する場合、ユーザ
ー・トランザクションは、ユーザー作成 MQ モニターまたは MQ メッセージ・コ
ンシューマー・プログラムを呼び出す必要があります。

 詳細を表示...

表に戻る

CICS API および SPI コマンドの使用の制御

制限付きコマンドの parmlib メンバー DFHAPIR を定義して、特定の CICS API
および SPI コマンドの使用に関する規則を適用できるようになりました。

CICS 変換プログラムが、制限付きコマンドの parmlib メンバーを処理するように
拡張されました。CICS 変換プログラムは、変換中にソース・ファイルと指定された
制限付きコマンドまたはキーワードとを照合し、違反があった場合に警告メッセー
ジまたはエラー・メッセージを生成します。

この検査は、プログラムの変換時にのみ実行されるため、変換済みのプログラムに
は影響しません。
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この機能を使用して、特定のコマンドやキーワードをアプリケーション・プログラ
ムで使用禁止にすることができます。

この機能は、CICS API および SPI コマンドにのみ適用できます。EXEC CICS
GDS、EXEC DLI、EXEC CICS FEPI、および EXEC CPSM コマンドには適用されませ
ん。

 詳細を表示...

表に戻る

CMCI GraphQL API が CICS リソースおよびリソース間の関係につ
いて照会する機能をサポートする

CMCI GraphQL API は、システム管理クライアント用の HTTP ベースの API で
す。この API を使用すると、複数の CICSplex に存在する複数のタイプの CICS
リソースの照会が 1 回の要求で簡単にできるようになり、それらの相互関係も明示
的に表示できます。

この API は、すべての CICS リソースだけでなく、次のリソース間の関係につい
て照会する機能をサポートします。

v BAS リソースおよびリソース・グループ

v BAS リソース記述

v システム定義およびシステム・グループ定義

v ワークロード定義およびワークロード・グループ

v ワークロード仕様

CMCI GraphQL API は、CICS Explorer の「マップ」ビュー機能と集約関数もサ
ポートします。

 詳細を表示...

表に戻る

CICS Explorer の機能拡張

CICS Explorer は、CMCI GraphQL API を活用して、CICS リソース間の関係を
処理する拡張機能を提供するようになりました。以下の機能が導入されています。

「マップ」ビュー
CICSplex 内の関連リソースが表示されるので、そのようなリソース間の関
係を容易に理解できます。このビューは、BAS リソースと、定義に使用さ
れるワークロード管理 (WLM) リソースをサポートし、それらのリソース
に関連した多くのビューまたはエディターから開くことができます。
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リソース・ビューの集約
リソース・レコードをマージして 1 つ以上の属性の要約ビューを表示でき
るので、CICS® リソース・セットの中で類似性と差異を容易に識別できま
す。

 詳細を表示...

表に戻る

セキュリティー機能拡張をサポートするための CMCI の変更点

Payment Card Industry (PCI) Data Security Standard (DSS) 3.2 や EU の一般デ
ータ保護規則 (GDPR) などのセキュリティーおよびデータ保護規則では、一部また
はすべてのユーザーに対してより高いレベルのユーザー認証が求められます。CICS
管理クライアント・インターフェース (CMCI) のセキュリティー機能を向上させる
ために、CICS Explorer およびその他の HTTP クライアントがログインしようとす
るときにクライアント認証を処理する Liberty サーバーである CMCI JVM サーバ
ーが導入されています。ユーザー資格情報としては、ユーザー ID とパスワード、
パスチケット、MFA トークン、または証明書を使用できます。

また、CMCI JVM サーバー では、システム管理に GraphQL API を使用できま
す。この API により、内在する関係を指定した多様な照会を短い待ち時間で実行で
きます。

CMCI JVM サーバーはオプションですが、CMCI のコンポーネントとして使用す
ることを強くお勧めします。

 詳細を表示...

表に戻る

CICS に接続できる CICS Explorer のレベルを制御する機能

CMCI 構成で CMCI JVM サーバーを使用する選択をした場合、クライアント・ホ
ワイトリスト・ファイルを CMCI JVM サーバーに定義することによって、CICS
に接続できる CICS Explorer のレベルを制御できます。

 詳細を表示...

表に戻る

新規システム初期設定パラメーター KERBEROSUSER で Kerberos サー
ビス・プリンシパルに関連付けるユーザー ID を指定できる

新しい KERBEROSUSER システム初期設定パラメーターにより、CICS 領域ユーザー
ID 以外のユーザー ID を、CICS 領域の Kerberos サービス・プリンシパルに関連
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付けるものとして指定できるようになりました。保護ユーザー ID は Kerberos 認
証には使用できないため、このユーザー ID を保護ユーザー ID にしてはいけませ
ん。Kerberos 認証に失敗するとユーザーが失効する可能性があります。

通常、CICS 領域ユーザー ID には保護ユーザー ID が使用されます。そのため、
Kerberos サービス・プリンシパルの KERBEROSUSER には無保護ユーザー ID を指定
することをお勧めします。

KERBEROSUSER は、CICS TS 5.5 ではオプションのシステム初期設定パラメーターで
す。このパラメーターは、領域で Kerberos サービスをサポートする必要がある場
合に指定します。指定しないと、Kerberos サービスは無効になります。

この機能は、CICS TS 5.2、5.3、および 5.4 サービスでも使用できます。バージョ
ン 5.2 から 5.4 では、デフォルトは領域ユーザー ID であることに注意してくださ
い。

 詳細を表示...

表に戻る

ポリシー・イベントの静的データ・キャプチャー項目およびイベント
名のサポート

CICS Explorer バージョン 5.4.0.6 以降で、ポリシー定義エディターを使用してポ
リシー規則を操作する場合は、ポリシー・イベントで出力する静的データの項目を
定義したり、イベントのユーザー定義名を指定したりできるようになりました。

この機能は、CICS TS 5.1、5.2、5.3、および 5.4 (APAR PI88500) でも使用可能で
す。

 詳細を表示...

表に戻る

CICS アシスタントがマッピング・レベル 4.2 および 4.3 をサポー
ト

CICS Web サービス・アシスタント、XML アシスタント、および JSON アシスタ
ントが、マッピング・レベル 4.2 および 4.3 をサポートするようになりました。

マッピング・レベル 4.2 のサポート
マッピング・レベル 4.2 は、主に DFHJS2LS で使用するためのものです。
このマッピング・レベルでは、JSON 形式の 追加プロパティーがサポート
され、ADDITIONAL-PROPERTIES-DEFAULT、ADDITIONAL-PROPERTIES-MAX、およ
び ADDITIONAL-PROPERTIES-SIZE という 3 つのパラメーターが DFHJS2LS
に導入されます。

この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI86039) でも使用可能です。

第 1 章 新機能 13

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/sit/dfha2_kerbuser.html
https://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSSQ3W_5.5.0/com.ibm.cics.core.help/topics/tasks/task_policies.html


詳細を表示...

マッピング・レベル 4.3 のサポート
マッピング・レベル 4.3 では、JSON での多次元配列がサポートされま
す。

この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI88519) でも使用可能です。
 詳細を表示...

表に戻る

TN3270 クライアントの IP アドレスを照会するための CICS SPI
および API コマンドの新規パラメーター TNADDR、TNIPFAMILY、およ
び TNPORT

新規パラメーター TNADDR、TNIPFAMILY、および TNPORT が SPI コマンド INQUIRE
TERMINAL と INQUIRE NETNAME および API コマンド ASSIGN に追加され、TN3270
クライアントの IP アドレスを照会できるようになりました。

この機能拡張により、タスクを開始した TN3270 クライアントの IP アドレスを簡
単に確認できます。

 
INQUIRE TERMINAL および INQUIRE NETNAME の詳細を表示...

ASSIGN の詳細を表示...

表に戻る

CICS LSR プールでの VSAM 動的バッファー追加の無効化

z/OS V2.2 以降、VSAM は、特定の VSAM 要求で使用可能なバッファーがない
場合に LSR プールにバッファーを追加できる動的バッファー追加機能を備えてい
ます。CICS にとっては、LSR プールの自由な拡張を許可するよりも要求を再試行
するほうが適しています。そのため、動的バッファー追加は CICS LSR プールでは
有効になりません。

この変更は、APAR PI92486 で CICS TS 5.1 から 5.4 に適用されます。

 詳細を表示...

表に戻る
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パージ要求または強制パージ要求の対象の CICS タスクで使用されて
いる Db2® スレッドの処理

タスクのパージ要求または強制パージ要求の CICS 処理において、パージまたは強
制パージされる CICS タスクで使用されているアクティブな Db2 スレッドを取り
消すように、SET TASK コマンドが拡張されました。

CICS は、パージまたは強制パージされるタスクに Db2 でアクティブなスレッドが
存在することを検出した場合、CICS タスクのパージを開始する前に、Db2 スレッ
ド取り消しコマンドを発行して Db2 での要求を取り消します。この機能拡張によ
り、パージによって Db2 の問題が発生しなくなり、Db2 の更新が安全に取り消さ
れるようになります。

パージまたは強制パージされるタスクで使用されている Db2 内の Db2 スレッドを
取り消すために、CICS は Db2 IFI コマンドを使用してスレッド取り消しコマンド
を発行します。この IFI 要求は、DB2CONN の一部として定義されたコマンド・ス
レッドを使用します。Db2 に渡される ID には、スレッド取り消し要求を発行する
ための関連する権限が必要であるため、DB2CONN の COMAUTHTYPE 設定また
は COMAUTHID 設定を確認してください。スレッド取り消し要求が成功しなくて
も、パージ要求または強制パージ要求の処理は続行されます。

注: この機能を使用するには、DB2® バージョン 11 以降に APAR PI92893 を適用
する必要があります。

この変更は、APAR PI98569 で CICS TS 5.1 から 5.4 に適用されます。

 詳細を表示...

表に戻る

JVM サーバー・オプション WLP_ZOS_PLATFORM を使用せずに複数の
Liberty JVM サーバーを 1 つの領域で実行できる

JVM サーバー・オプション WLP_ZOS_PLATFORM={TRUE|FALSE} を使用しなくても、
複数の Liberty JVM サーバーを同じ領域で開始できるようになりました。個々の領
域内で、複数の Liberty JVM サーバーが単一のエンジェル・プロセスに接続できま
す。

 詳細を表示...

表に戻る

CICSPlex® SM ワークロード・ルーティングの決定における領域
z/OS WLM ヘルス値の使用の拡張

領域の z/OS WLM ヘルス値が、CICSPlex SM ワークロード・ルーティングの決
定要素としてより大きな効果を与えるようになりました。ワークロードのルーティ
ング先の領域を決定するときに、CICSPlex SM ワークロード管理機能により、ルー
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ティング・アルゴリズムで各領域の実際のヘルス値に基づくペナルティーの重みが
割り当てられます。ヘルス値が大きいほど、割り当てられるペナルティーの重みは
低くなるため、ヘルス値が大きい領域は、ターゲットとしてより好ましい領域にな
ります。また、ヘルス値がゼロの領域は、処理の受け入れに適格ではない領域と見
なされるようになりました。

この CICSPlex SM ワークロード・ルーティングの機能拡張により、ウォームアッ
プ中またはクールダウン中の領域への処理の流入をより適切に制御できます。

この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI90147) でも使用可能です。

 詳細を表示...

表に戻る

CICS ポリシーの新しいシステム規則タイプ

CICS ポリシーが、新たに以下の複数のシステム規則タイプをサポートするようにな
りました。

AID しきい値
この規則を使用して、CICS システム内の自動開始プログラム記述子 (AID)
の数をモニターし、現在の数値がしきい値を超えた場合に実行するアクショ
ンを定義できます。

バンドル可用性状況
この規則を使用して、アプリケーション・エントリー・ポイントを宣言する
バンドルの可用性状況の変更をモニターし、特定の状態から変更された場合
または特定の状態に変更された場合に実行するアクションを定義できます。

この規則は、アプリケーション・エントリー・ポイントを宣言しないバンド
ルには適用されません。

この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI92806) でも使用可能です。

バンドル使用可能状況
この規則を使用して、バンドルの使用可能状況の変更をモニターし、特定の
状態から変更された場合または特定の状態に変更された場合、あるいは特定
の状態から別の特定の状態に変更された場合に実行するアクションを定義で
きます。

この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI92806) でも使用可能です。

IPIC 接続状況
この規則を使用して、IPIC 接続の状況の変更をモニターし、この状況が特
定の状態から変更された場合または特定の状態に変更された場合に実行する
アクションを定義できます。

この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI92806) でも使用可能です。

MRO 接続状況
この規則を使用して、MRO 接続の状況の変更をモニターし、この状況が特
定の状態から変更された場合または特定の状態に変更された場合に実行する
アクションを定義できます。
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この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI92806) でも使用可能です。

プログラム使用可能状況
この規則を使用して、CICS プログラムの使用可能状況の変更をモニター
し、この状況が特定の状態から変更された場合または特定の状態に変更され
た場合に実行するアクションを定義できます。

この機能は、CICS TS 5.4 (APAR PI92806) でも使用可能です。

 詳細を表示...

表に戻る

新しいオプションおよびフィールドに最後の CICS システム始動の日
時が表示される

INQUIRE SYSTEM SPI コマンド、CEMT INQUIRE SYSTEM コマンド、または CICS
Explorer の「領域」ビューを使用して、CICS 領域がコールド始動、緊急始動、初
期始動、ウォーム始動を最後に実行した日時を調べられるようになりました。
INQUIRE SYSTEM コマンドおよび CEMT INQUIRE SYSTEM コマンドには、システムの
始動日時を照会するための 4 つの新しいオプション LASTCOLDTIME、
LASTEMERTIME、LASTINITTIME、および LASTWARMTIME が用意されました。対応する
新規フィールドは、CICSPlex SM CICSRGN リソース・テーブルおよび CICS
Explorer の「領域」ビューで使用できます。この機能拡張により、ジョブ・ログを
検索してこの情報を取得する必要がなくなりました。

CEMT INQUIRE SYSTEM では、複数の画面に分割された 1 列に状況フィールドが表示
されるようになりました。

 
INQUIRE SYSTEM の詳細を表示...

CEMT INQUIRE SYSTEM の詳細を表示...

表に戻る

カップリング・ファシリティー・データ・テーブルへのアクセスがス
レッド・セーフになった

カップリング・ファシリティー・データ・テーブル (CFDT) へのアクセスがスレッ
ド・セーフになったため、TCB スイッチが発生することなく、オープン TCB で実
行しているアプリケーションから CFDT にアクセスできるようになりました。
CFDT の同期点処理は、オープン TCB でも実行できます。ただし、CFDT のオー
プンとロードはまだ QR TCB で行われることに注意してください。

 詳細を表示...

表に戻る
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JES 内部読み取りプログラムへの JCL ジョブ実行依頼のセキュリテ
ィーの向上

SPOOLWRITE コマンドまたは WRITEQ TD コマンドを使用して JES 内部読み取りプロ
グラムに JCL ジョブが実行依頼された場合に、CICS が代理ユーザー検査を実行
し、ジョブ・カードに指定されているユーザー ID でジョブを実行依頼することを
ユーザーが許可されているかどうかを検証するようになりました。

この検証をサポートするために、切り替え可能な新しい機能が導入されました。

スプール・コマンドの代理ユーザー検査
com.ibm.cics.spool.surrogate.check

SPOOLWRITE コマンドを使用して JES 内部読み取りプログラムに書き込まれた JOB
カードに USER パラメーターが含まれていない場合、デフォルトではジョブ・ユー
ザー ID は CICS 領域のユーザー ID になります。このデフォルトは、機能トグル
値 com.ibm.cics.spool.defaultjobuser=task を設定して、タスクの実行に使用す
るユーザー ID に変更できます。

WRITEQ TD コマンドを使用して JES 内部読み取りプログラムに書き込まれた JOB
カードに USER パラメーターが含まれていない場合、ジョブ・ユーザー ID は TDQ
定義の JOBUSERID オプションから取得されます。このオプションが定義されていな
い場合、ジョブ・ユーザー ID は CICS 領域のユーザー ID になります。セキュリ
ティーは TDQ リソース・セキュリティーとインストール代理検査によって提供さ
れるため、この場合、ジョブ・ユーザー ID に対する代理ユーザー検査は実行され
ません。

特定のアプリケーションが JCL を常に CICS 領域ユーザー ID で実行依頼するよ
うにしたい場合は、JES 内部読み取りプログラムに書き込まれる JOB カードに
USER=region_userid または USER=&SYSUID のいずれかをコーディングする必要があ
ります。

これらの機能拡張により、CICS から JES 内部読み取りプログラムへのジョブの実
行依頼がより安全に行えるようになります。

 詳細を表示...

表に戻る

ローカル・システムの AID チェーンの自動開始プログラム記述子の
管理の拡張

CICS TS は、ローカル・システムの AID チェーンの自動開始プログラム記述子
(AID) をモニターおよび制御するための拡張管理機能を備えています。これらの機
能を使用して、ローカル・システムの TCSE から過度に多い数の AID のチェーニ
ングが行われることを防止できるようになりました。これにより、そのような状況
で CPU 使用率が上昇し、それに伴ってタスク応答時間が低下する可能性を最小限
に抑えることができます。
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AID のモニター

現在の AID 数の照会
ローカル・システムの AID チェーン内にある現在の AID 数を調
べる方法は 2 つあります。

v 方法 1: SPI コマンド INQUIRE CONNECTION または
INQUIRE SYSTEM を使用する。

両方のコマンドに、ローカル・システムからチェーニングされて
いる現在の AID 数を返す新しいオプション AIDCOUNT が導
入されています。さらに、INQUIRE CONNECTION の場合、
CONNECTION(data=value) がローカル・システムの名前を受け
入れるようになりました。

v 方法 2: ISC/IRC システム・エントリー統計を使用する。

ISC/IRC システム・エントリー統計が拡張され、自動開始プロ
グラム記述子統計がローカル・システムについて報告するように
なりました。CEMT、SPI、CICSPlex SM、CICS Explorer を使
用してローカル・システムのエントリーを確認できます。

AID のピーク数の照会
AID チェーンに同時に存在していた自動開始プログラム記述子のピ
ーク数を報告する、新しいフィールド「チェーン内のピーク AID
(A14EAHWM) (Peak aids in chain (A14EAHWM))」が ISC/IRC
システム・エントリー統計に導入されました。

AID の制御と制限

AID のパージ
SET CONNECTION を発行して、ローカル・システムのすべての
AID をパージできるようになりました。CONNECTION(data-value)
がローカル・システムの名前を受け入れるように、SET
CONNECTION が拡張されました。

AID しきい値の定義
AID しきい値システム規則を定義して CICS システム内の AID の
数をモニターすること、および現在の数値がしきい値を超えたとき
に実行されるアクションを指定することができるようになりまし
た。例えば、AID の数が指定されたしきい値を超える原因となる
EXEC CICS START 要求を拒否するようにシステム規則を定義し、
事実上システム内に存在できる AID の数に上限を設定することが
できます。

 詳細を表示...

表に戻る

領域の端末管理テーブル内のローカル・システム・エントリーの拡張

領域の端末管理テーブル内のローカル・システム・エントリーの接続を、CEMT ト
ランザクション、CICS SPI、CICS Explorer、および CICSPlex SM Web ユーザ
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ー・インターフェースで表示できるようになりました。この拡張は、ローカル・シ
ステム・エントリーに関連付けられ、端末専有領域へのシップを待機している AID
の CANCEL 操作または FORCECANCEL 操作をサポートするために導入されま
した。

 詳細を表示...

表に戻る

VSAM データ・セットでの PATH 別名のサポートの拡張

CICS VSAM データ・セットでは、VSAM パスを、基本 DS 名の別名 DS 名を提
供する手段として使用できます。このサポートが拡張され、KSDS データ・セット
DFHCSD、DFHGCD、DFHLCD に加えて、ESDS データ・セット DFHINTRA お
よび DFHTEMP でも使用できるようになりました。

 詳細を表示...

表に戻る

PLT (プログラム・リスト・テーブル) のサポートの変更

以前のリリースの CICS と同様、PLT は DFHPLT マクロの呼び出しを使用してコ
ーディングする必要があります。ただし、CICS TS 5.5 では、PLT をコーディング
した後、使用前にテーブルをアセンブルする必要はありません。CICS は、アセンブ
ルされた PLT を処理できなくなりました。PLT をアセンブルしようとすると、
DFHPLT マクロによって、アセンブリーが不要であることを示すメッセージととも
に戻りコード 8 が発行され、アセンブリーは実行されません。

この変更に伴い、すべての必須 PLT のソース・コードを実行時に CICS が使用で
きるようにする必要があり、これには、ソースが参照するコピー・メンバーが含ま
れます。これを行うには、IPL parmlib 連結の一部である parmlib メンバーにソー
スを配置するか、または PLT ソース・ロケーションを指定する DD カードを
CICS JCL に追加します。DD ステートメントの形式は、//DFHTABLE DD DSN=pds

name,DISP=SHR にする必要があります。

CICS が PARMLIB または DFHTABLE 連結内のデータ・セットに対する READ
アクセスを持っていることを確認してください。

PLTPI および PLTSD のシステム初期設定パラメーターが拡張され、IPL parmlib ま
たは DFHTABLE 連結に保持されている PLT のフルネームを指定できるようにな
りました。同様に、CEMT および SPI の PERFORM SHUTDOWN コマンドが、新しい
PLTNAME オプションで PLT のフルネームの指定をできるように拡張されました。

 詳細を表示...

表に戻る
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QUERY SECURITY のパフォーマンス向上

QUERY SECURITY コマンドが拡張され、コマンドに複数のアクセス・レベルが指定さ
れた場合の TCB スイッチの回数が削減されました。この機能拡張により、API コ
マンドのパフォーマンスが向上します。

 詳細を表示...

表に戻る

EXEC CICS START の変更点

開始するトランザクションを動的として定義した場合、有効な分散ルーティング・
プログラム名を指定していないと、分散ルーターは呼び出されません。省略した場
合、デフォルトでは DSRTPGM システム初期設定パラメーターに NONE の値が適用
され、分散ルーターは起動されません。一方、前のリリースでは、START コマンド
によって、IBM 提供のルーティング・プログラム DFHDSRP が呼び出されていま
した。

 詳細を表示...

表に戻る

DYNAMIC(NO) と定義された BTS トランザクションでは、分散ルー
ティング・プログラムが呼び出されなくなった

BTS トランザクションでは、呼び出されるトランザクションが DYNAMIC(NO) と
定義されている場合、分散ルーティング・プログラムは呼び出されなくなりまし
た。

 詳細を表示...

表に戻る

EXEC PGM=DFHSIP ステートメントの PARM パラメーターおよび
SYSIN データ・セットに HPO を指定する機能

EXEC PGM=DFHSIP ステートメントの PARM パラメーターまたは SYSIN データ・セ
ットに HPO システム初期設定パラメーターを指定できるようになりました。この機
能拡張により、HPO のオーバーライドが可能になり、HPO をより柔軟に設定できる
ようになりました。

この機能拡張をサポートするために、新しいセキュリティー・プロファイル
DFHSIT.HPO が導入され、HPO のオーバーライドが可能になりました。HPO のオー
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バーライドに関連付ける CICS 領域ユーザー ID を、RACF などの外部セキュリテ
ィー・マネージャーに定義して、HPO 機能の使用を許可しておく必要があります。

 詳細を表示...

表に戻る

チャネルおよびコンテナーのパフォーマンスの向上

このリリースではチャネルおよびコンテナーのパフォーマンスが向上したため、チ
ャネルのブラウズ時にコンテナーが戻される順序が変わる可能性があります。以前
のリリースと同様、コンテナーが戻される順番は定義されません。そのため、コン
テナーが返される順序に依存しないアプリケーションにすることが重要です。

コンテナーが返される順序に依存するように作成された既存のアプリケーションが
ある場合は、アプリケーションのアップグレードのアドバイスを参照してくださ
い。

 詳細を表示...

表に戻る

JVM プロファイルの機能拡張

追加構成を別のファイルからロードできるように、新規 JVM プロファイル・ディ
レクティブ INCLUDE が提供されています。このファイルには、いくつかの JVM
プロファイルに共通した構成情報を含めることができます。例えば、セキュリティ
ー、ロギング、タイムアウト設定、データベース・ドライバー構成、共用デバッグ
制御などの情報です。 JVM プロファイルに固有の構成が保持され、INCLUDE フ
ァイルにすべての共通の構成が保持されます。

%INCLUDE=<file_path> を使用して、プロファイルにファイルを組み込みます。ファ
イルには、プロファイルとは別個に保守できる、システム全体に対する共通の構成
を含めることができます。これにより、複数のプロファイルに共通する構成を共用
することが可能になるので、プロファイルを制御しやすくして、保守を容易にする
ことができます。

新しい追加構文では、変数の開始地点に + 文字を使用すると、その変数の既存値に
コンマ区切り文字を使用して指定値が追加されます。

 詳細を表示...

表に戻る
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環境変数の機能拡張

Node.js アプリケーション開発者は、CICS® 提供の一連の環境変数を使用して、ア
プリケーション・コードの中で参照するという選択肢を活用できるようになりまし
た。 Node.js アプリケーションは、これらの環境変数を使用して、CICS® バンドル
と環境に関する情報を見つけることができます。

Node.js アプリケーションで環境変数にアクセスするときには、process.env グロ
ーバル変数を使用します。以下に例を示します。

console.log("Node.js application " + process.env.CICS_NODEJSAPP +
" is running in CICS region " + process.env.CICS_APPLID);

詳細を表示...

表に戻る

JVM サーバー・ロギングの機能拡張

エラーの診断が容易になるように、情報メッセージは dfhjvmlog ファイルにレポー
トされるようになりました。ログ・ファイルに保持されるメッセージのタイプは、
JVM プロファイルの LOG_LEVEL パラメーターを使用して構成できます。有効な値
は、INFO、WARNING、ERROR、NONE です。例えば、値 NONE を指定するとすべての出
力が抑止されてファイルは空になりますし、値 WARNING を指定すると警告レベル以
上のログ項目が示されます。デフォルト値は INFO です。

PRINT_PROFILE オプションが導入されました。これは TRUE または FALSE に設定で
きます。値が TRUE に設定されるか、スイッチが SJ レベル 3 トレース以上になっ
た場合には、正規化されたプロファイルが SYSPRINT に書き込まれます。

 詳細を表示...

表に戻る

Liberty の機能拡張

複数の Liberty サーバーのサポート
同じ CICS® 領域で複数の CICS® Liberty JVM サーバーを実行して、セキ
ュリティーや他のサービスのために Liberty エンジェル・プロセスに接続
できます。アプリケーションは互いに隔離することができます。それぞれの
Liberty プロセスには独自の構成とライフサイクルがあるためです。冗長度
と開発シナリオを改善するため、同じ CICS® 領域にある複数の Liberty サ
ーバーでアプリケーションをホストできます。

CICS バンドル状況が Liberty アプリケーション状況を反映する
CICS® バンドル・パーツを使用してインストールされる Java EE アプリケ
ーションは、Liberty に正常にインストールされるか、アプリケーションの
インストールに失敗するか、アプリケーションのインストールがタイムアウ
トになるまで、ENABLING の状態を維持します。失敗やタイムアウトの状態
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になると、CICS® バンドルは DISABLED 状態になるので、アプリケーショ
ン構成の問題の診断が容易になります。

Liberty エンジェル・プロセスが作動可能になるまで待機するオプション
Liberty エンジェル・プロセスが ENABLED 状態に到達するまで Liberty
JVM サーバーがそのプロセスに接続するようにする JVM サーバー・オプ
ションが提供されています。

LIBERTY_INCLUDE_XML オプション
Liberty が共用構成をロードできるようにする新しい JVM プロファイル・
オプション LIBERTY_INCLUDE_XML が提供されています。これを使用す
ると、OSGi JVM サーバーと Liberty JVM サーバーの管理、複製、および
制御が容易になります。変数の前に + 文字を使用すると、その変数の既存
値にコンマ区切り文字を使用して指定値が追加されます。例えば、

LIBERTY_INCLUDE_XML=path/file1

が存在する場合、JVM プロファイル・オプション

+LIBERTY_INCLUDE_XML=path/file2

を指定する構文は、次の構文を使用する場合に相当します:

LIBERTY_INCLUDE_XML=/path/file1,/path/file2

詳細を表示...

表に戻る

Liberty JVM サーバーでの JWT および OpenID Connect (OIDC)
のサポート

CICS Liberty で、JSON Web Token (JWT) サポートと OpenID Connect シナリ
オが完全にサポートされるようになりました。 Liberty のすべての組み込み機能を
使用して、JWT の生成とコンシュームを行えます。さらに、OpenID Connect など
のより大きなエンタープライズ許可メカニズムの一部として JWT を使用して JWT
の生成とコンシュームを行うこともできます。

 詳細を表示...

表に戻る

Link to Liberty の DPL サブセットの制限緩和

Link To Liberty アプリケーションについての DPL サブセットと SyncOnReturn
の制限が除去されました。 Liberty アプリケーションにリンクするときに
FULLAPI 機能を使用できます。

 詳細を表示...

表に戻る
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第 2 章 このリリースでの外部要素の変更点

CICS Transaction Server for z/OS, バージョン 5 リリース 5 では、コマンド、ト
ランザクション、リソース、システム初期設定パラメーター、メッセージ、トレー
スおよびユーザー出口を含む、多数の外部要素が変更されています。

サポートされているすべてのリリースにおける変更点の要約については、アップグ
レード情報にあるリリース間での変更点を参照してください。

表 6. リリース間での変更点。： これらの変更点は、下記の役割のどちらかにのみ関係するわけではありません。す
べての役割に関係するものもあります。

アプリケーション・プログラマー向け システム・プログラマー向け

26 ページの『CICS API の変更点。』 『インストールの変更点』

27 ページの『リソース定義の変更点』 27 ページの『リソース定義の変更点』

28 ページの『CICS ユーティリティーの変更点』 28 ページの『CICS ユーティリティーの変更点』

29 ページの『CICS 支援機能の変更点』 30 ページの『メッセージおよびコードの変更点』

30 ページの『メッセージおよびコードの変更点』 38 ページの『コンパイラーおよび変換プログラムのサポ
ートの変更点』

39 ページの『イベント処理アダプターおよびフォーマッ
トの変更点』

39 ページの『SIT パラメーターの変更点』

38 ページの『コンパイラーおよび変換プログラムのサポ
ートの変更点』

39 ページの『JVM プロファイルの変更点』

40 ページの『管理テーブルの変更点』

40 ページの『CICS SPI の変更点』

42 ページの『CICS EXCI の変更点』

42 ページの『XPI 機能の変更点』

42 ページの『CICS 提供のトランザクションの変更
点。』

45 ページの『CICS モニターの変更点』

45 ページの『統計の変更点』

46 ページの『GLUE および TRUE の変更点』

46 ページの『ユーザーが置換可能なプログラムの変更
点』

46 ページの『サンプルの変更点』

46 ページの『CICSPlex SM リソース・テーブルの変更
点』

CICSPlex SM の変更点

インストールの変更点
v DFHALLOC、DFHINST1、および DFHINSTA ジョブは、以前の

BLKSIZE=400 ではなく BLKSIZE=0 で、以下の PDS を割り振るように変更さ
れました。

ADFHCOB
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ADFHC370

ADFHPL1

SDFHCOB

SDFHC370

SDFHPL1

CICS API の変更点。

表 7. このリリースでの EXEC CICS コマンドの変更点

API このリリース

ASSIGN 変更: 新規パラメーター LOCALCCSID は、CICS 領域に使用されるフルワード・バ
イナリーのコード化文字セット ID (CCSID) を返します。

新規パラメーター TNADDR、TNIPFAMILY、および TNPORT は、TN3270 クライアン
トの IPv4 または IPv6 アドレスとポートを返します。

DELAY 変更: 条件 NORMAL の RESP2 値に 23 が追加されました。DELAY 要求が、
発行タスクで使用した固有 ID が指定された CANCEL REQID コマンドが別のタス
クから発行されたために、取り消されたことを示します。

DELETE スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

ENDBR スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

FREEMAIN 変更: INVREQ の RESP2 値に 3 が追加されました。CICS 保守ストレージの解
放が拒否されたことを示します。

FREEMAIN64 変更: INVREQ の RESP2 値に 3 が追加されました。CICS 保守ストレージの解
放が拒否されたことを示します。

GETNEXT CONTAINER
(CHANNEL)

変更: このリリースで導入されたコンテナーのパフォーマンス改善によって、コ
ンテナーが返される順序が変更されます。アプリケーションのアップグレード の
指示に従って、コンテナーが戻される順序で応答する既存のアプリケーションを
変更する必要があります。

QUERY SECURITY 変更:

v パフォーマンスの改善。コマンドに複数のアクセス・レベルが指定された場合
の TCB スイッチの回数が削減されました。

v 新規オプション USERID が追加され、端末ユーザー以外のユーザー ID が指
定のリソースへのアクセス権を持っているかどうかを照会できるように拡張さ
れました。

READ スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

READNEXT スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

READPREV スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

RESETBR スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

REWRITE スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。
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表 7. このリリースでの EXEC CICS コマンドの変更点 (続き)

API このリリース

SPOOLWRITE 変更: NOTAUTH の RESP2 値に 1 が追加されました。ジョブ・カードに指定
されたユーザー ID で代理セキュリティー検査が失敗した場合に発行されます。

START 変更:

v 条件 INVREQ の RESP2 値に 400 が追加されました。AID システム規則の
しきい値を超えたために START 要求が拒否されたことを示します。

v 開始するトランザクションを動的として定義した場合、有効な分散ルーティン
グ・プログラム名を指定していないと、分散ルーターは呼び出されません。省
略した場合、デフォルトでは DSRTPGM システム初期設定パラメーターに
NONE の値が適用され、分散ルーターは起動されません。一方、前のリリー
スでは、START コマンドによって、IBM® 提供のルーティング・プログラム
DFHDSRP が呼び出されていました。

STARTBR スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

STARTBROWSE CONTAINER
(CHANNEL)

変更: このリリースで導入されたコンテナーのパフォーマンス改善によって、コ
ンテナーが返される順序が変更されます。アプリケーションのアップグレード の
指示に従って、コンテナーが戻される順序で応答する既存のアプリケーションを
変更する必要があります。

VERIFY PASSWORD 変更: 新規パラメーター GROUPID が追加されました。これにより、外部セキュリ
ティー・マネージャーによって記録されたユーザー ID とパスワードに加えて、
グループ ID に対するパスワード検査がサポートされるようになりました。

VERIFY PHRASE 変更: 新規パラメーター GROUPID が追加されました。これにより、外部セキュリ
ティー・マネージャーに記録されたユーザー ID とパスワード・フレーズに加え
て、グループ ID に対するパスワード・フレーズ検査がサポートされるようにな
りました。

WRITE スレッド・セーフ: コマンドがカップリング・ファシリティー・データ・テーブ
ルを参照する場合、このコマンドはスレッド・セーフになります。

WRITEQ TD 変更: NOTAUTH の RESP2 値に 102 が追加されました。代理セキュリティー
検査が失敗したことを示します。

表 8. このリリースでの JCICS API の変更点

クラス メソッド このリリース

新規:

リソース定義の変更点

表 9. このリリースでのリソース定義の変更点

リソース このリリース

DB2CONN 変更: CICS が、CICS タスクのパージ処理または強制パージ処理の一環
として Db2 スレッドを取り消すときに、コマンド・スレッドを使用す
るようになりました。

TDQUEUE 変更: 新規属性 JOBUSERID により、JCL の JOB カードに USER パ
ラメーターが指定されていない場合に、内部読み取りプログラムに実行
依頼される JCL ジョブの実行ユーザー ID を指定します。

第 2 章 このリリースでの外部要素の変更点 27

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_spoolwrite.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_start.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_startbr.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_startbrowsecontainerchannel.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_startbrowsecontainerchannel.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/upgrading/process/upgrade_apps.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_verifypassword.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_verifyphrase.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_write.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/commands-api/dfhp4_writeqtd.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/resources/db2conn/dfha4_attributes.html
http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSGMCP_5.5.0/reference/resources/tdqueue/dfha4_attributes.html


表 9. このリリースでのリソース定義の変更点 (続き)

リソース このリリース

TRANCLASS 変更: トランザクション・クラスの名前に使用できる文字が拡張され、
トランザクションの名前に使用できる文字と同じ文字がサポートされる
ようになりました。

TRANSACTION 変更: トランザクション・クラスの属性に使用できる文字が拡張され、
トランザクションの名前に使用できる文字と同じ文字がサポートされる
ようになりました。

CICS ユーティリティーの変更点

表 10. このリリースでの CICS 提供ユーティリティーの変更点

ユーティリティー このリリース

DFH$MOLS 変更: ステートメント RESOURCE を制御する新規オプション
URIMAP と WEBSERVC が追加されました。

DFHSTUP 変更:

v 新規フィールド「URI マップ・リソース制限 (MNGURIRL)
(Urimap Resource Limit (MNGURIRL))」と「Web サービス・リソ
ース制限 (MNGWEBRL) (Webservice Resource Limit
(MNGWEBRL))」がモニター・ドメイン統計に追加されました。

v DFHSTUP はローカル・システム・エントリーについてレポートす
るようになりました。

v 新規フィールド 「チェーン内のピーク AID (A14EAHWM) (Peak
aids in chain (A14EAHWM))」 が ISC/IRC システム・エントリ
ー・リソース統計に追加されました。

v 新規フィールド 「pthread との現在の接続数
(D2G_TCB_PROTECTED_CURRENT) (Current number of
connections with pthreads (D2G_TCB_PROTECTED_CURRENT))」
が CICS Db2 グローバル統計に追加されました。

v SELECT TYPE および IGNORE TYPE 制御パラメーターでの新規
オプション POLICY、NODEJSAPP。

DFH0STAT 変更:

v DFH0STAT はローカル・システム・エントリーについてレポートす
るようになりました。

v 新規フィールド 「チェーン内のピーク AID (A14EAHWM) (Peak
aids in chain (A14EAHWM))」 が接続およびモード名のレポートに
追加されました。

v 新規フィールド 「pthread との現在の接続数
(D2G_TCB_PROTECTED_CURRENT) (Current number of
connections with pthreads (D2G_TCB_PROTECTED_CURRENT))」
が Db2 接続レポートに追加されました。

v DFH0STAT は NODEJSAPP リソースについてレポートするように
なりました。
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CICS 支援機能の変更点

表 11. このリリースでの CICS Web サービス支援機能、XML 支援機能、および JSON 支援機能の変更点

アシスタント このリリース

DFHJS2LS 変更:

v MAPPING-LEVEL および MINIMUM-RUNTIME-LEVEL が 4.2 お
よび 4.3 を受け入れるようになった。

v 新規パラメーター: ADDITIONAL-PROPERTIES-
DEFAULT、ADDITIONAL-PROPERTIES-MAX、および
ADDITIONAL-PROPERTIES-SIZE。

v 高水準言語マッピングの JSON スキーマで、oneOf、anyOf、allOf、
および not キーワードがサポートされるようになりました。

DFHLS2JS 変更:

v MAPPING-LEVEL および MINIMUM-RUNTIME-LEVEL が 4.2 お
よび 4.3 を受け入れるようになった。

v TRUNCATE-NULL-ARRAY-VALUES パラメーターに新規オプショ
ン PACKEDZERO が追加されました。このオプションは、支援機能
に対して、正符号付きパック 10 進数 0 (0x0C)、負符号付きパック
10 進数 0 (0x0D)、または符号なしパック 10 進数 0 (0x0F) を空と
して扱うように指示します。

DFHLS2SC 変更:

v MAPPING-LEVEL および MINIMUM-RUNTIME-LEVEL が 4.2 お
よび 4.3 を受け入れるようになった。

v TRUNCATE-NULL-ARRAY-VALUES パラメーターに新規オプショ
ン PACKEDZERO が追加されました。このオプションは、支援機能
に対して、正符号付きパック 10 進数 0 (0x0C)、負符号付きパック
10 進数 0 (0x0D)、または符号なしパック 10 進数 0 (0x0F) を空と
して扱うように指示します。

DFHLS2WS 変更:

v MAPPING-LEVEL および MINIMUM-RUNTIME-LEVEL が 4.2 お
よび 4.3 を受け入れるようになった。

v TRUNCATE-NULL-ARRAY-VALUES パラメーターに新規オプショ
ン PACKEDZERO が追加されました。このオプションは、支援機能
に対して、正符号付きパック 10 進数 0 (0x0C)、負符号付きパック
10 進数 0 (0x0D)、または符号なしパック 10 進数 0 (0x0F) を空と
して扱うように指示します。

DFHSC2LS 変更:

v MAPPING-LEVEL および MINIMUM-RUNTIME-LEVEL が 4.2 お
よび 4.3 を受け入れるようになった。

v 新規パラメーター: ADDITIONAL-PROPERTIES-
DEFAULT、ADDITIONAL-PROPERTIES-MAX、および
ADDITIONAL-PROPERTIES-SIZE。
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表 11. このリリースでの CICS Web サービス支援機能、XML 支援機能、および JSON 支援機能の変更点 (続き)

アシスタント このリリース

DFHWS2LS 変更:

v MAPPING-LEVEL および MINIMUM-RUNTIME-LEVEL が 4.2 お
よび 4.3 を受け入れるようになった。

v 新規パラメーター: ADDITIONAL-PROPERTIES-
DEFAULT、ADDITIONAL-PROPERTIES-MAX、および
ADDITIONAL-PROPERTIES-SIZE。

メッセージおよびコードの変更点

表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v DFH7281 は、変換プログラム規則
によって許可されていないコマンド
が検出されたことを示します。

v DFH7282 は、変換プログラムによ
って要注意のフラグが立てられたコ
マンドが検出されたことを示しま
す。

v DFH7283 は、変換プログラム規則
によって許可されていないキーワー
ドを含むコマンドが検出されたこと
を示します。

v DFH7284 は、変換プログラム規則
によって要注意のフラグが立てられ
たキーワードを含むコマンドが検出
されたことを示します。

v DFH7286 は、変換プログラム規則
によって許可されていないキーワー
ドを含むコマンドが検出されたこと
を示します。

v DFH7287 は、変換プログラム規則
によって要注意のフラグが立てられ
たキーワードを含むコマンドが検出
されたことを示します。

v DFH7289 は、IBM によって許可さ
れていないキーワードを含むコマン
ドが検出されたことを示します。

v DFH7290 は、変換プログラム規則
によって警告のフラグが立てられた
ために、変換プログラムがメッセー
ジを出したことを示します。

v DFHAM4852 は、EYU で始まる名前
のリソースの定義についても警告する
ようになりました。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v DFHCA4852 は、EYU で始まる名前の
リソースの定義についても警告するよ
うになりました。

v DFHFC6045 は、トランザクション
CFCT に無効なインターバル値が指
定されたことを示します。

v DFHFC6046 は、LOGREPLICATE
属性を定義された VSAM ファイル
が開かれたことを CICS が検出した
ことを示します。

v DFHH0002 には新しい応答コード
0809 が含まれています。これは、スプ
ール・ジョブの代理ユーザー検査が無
効であることを示します。

v DFHIS1002 が、エラーの内容および検
出場所を一意的に識別する例外トレー
ス・ポイント ID を示すエラー・コー
ド X'errorcode を提供するようになりま
した。

v DFHMP2018 は、ポリシー規則で静
的データ項目に対して無効な名前ま
たは値が指定されたことを示しま
す。

v DFHMP3013 は、システム規則で指
定されたしきい値を超えたことを示
します。

v DFHMP3014 は、CICS プラットフ
ォームとともに導入されたシステム
規則に指定されているしきい値を超
えたことを示します。

v DFHMP0002 は、DFHMPST で発生し
たエラーに対して発行されます。

v DFHMP2006 は、イベント名に無効な
文字が含まれている場合にも発行され
ます。

v DFHMP3009は、プログラム使用可能状
況規則、バンドル可用性状況規則、ま
たはバンドル使用可能状況規則が CICS
アプリケーションとともに導入された
プログラムまたはバンドルに対してト
リガーされた場合に、プログラムまた
はバンドルに関するアプリケーショ
ン・コンテキスト情報を出力します。

v DFHMP3010 は、プログラム使用可能
状況規則、バンドル可用性状況規則、
またはバンドル使用可能状況規則が
CICS アプリケーションとともに導入さ
れたプログラムまたはバンドルに対し
てトリガーされた場合に、プログラム
またはバンドルに関するアプリケーシ
ョン・コンテキスト情報を出力しま
す。

v DFHRL2105 は、指定されたスコー
プ内に同じ ID のインストール済み
バンドルが既に存在するため、バン
ドルの導入を続行できないことを示
します。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v DFHRM0316 は、このリリースの
CICS でサポートされていないオペ
レーティング・システム・レベルで
実行されていることが検出された場
合に、DFHRMUTL によって発行さ
れます。

v DFHRM0317 は、このリリースの
CICS でサポートされていないハー
ドウェア・レベルで実行されている
ことが検出された場合に、
DFHRMUTL によって発行されま
す。

v DFHSI1591 は、トランザクション
CFCT を接続しようとして失敗し、
CICS がダンプを出して終了したこ
とを示します。

v DFHSJ0006 は、NODEJSAPP リソ
ース nodejsapp の初期 pthread TCB
が予期せず異常終了したことを示し
ます。

v DFHSJ1300 は、NODEJSAPP が作
成され、現在は ENABLING 状態で
あることを示します。

v DFHSJ1301 NODEJSAPP nodejsapp
が作成されませんでした。

v DFHSJ1302 は、NODEJSAPP
nodejsapp が破棄されなかったこと
を示します。

v DFHSJ1303 は、NODEJSAPP リソ
ースの状態が変更されたことを示し
ます。

v DFHSJ1201 は、NODEJSAPP リソー
スにも適用されるようになりました。

v DFHSJ1202 は、NODEJSAPP リソー
スにも適用されるようになりました。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v DFHSJ1304 E は、NODEJSAPP リ
ソースの処理が異常終了したことを
示します。

v DFHSJ1305 E は、CICS が USS 信
号をプロセスに送信しようとしたも
のの、エラー応答を受け取ったこと
を示します。

v DFHSJ1306 E は、CICS が要求され
た LE RUNOPTS モジュールをロ
ードまたは処理できないことを示し
ます。

v DFHSJ1307 I は、CICS が
NODEJSAPP プロセスを停止するた
めに SIGTERM シグナルを送信し、
プロセスが終了するのを待機するこ
とを示します。

v DFHSJ1308 I は、NODEJSAPP リ
ソースの処理が異常終了したことを
示します。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v DFHSJ1400 は、デフォルトの
Liberty エンジェル・プロセスが使
用可能でないため、Liberty JVM サ
ーバーの始動に失敗したことを示し
ます。

v DFHSJ1401 は、指定された Liberty
エンジェル・プロセスが使用可能で
ないため、Liberty JVM サーバーの
始動に失敗したことを示します。

v DFHSJ1402 は、デフォルトの
Liberty エンジェル・プロセスが使
用可能でないため、CICS が 30 秒
後に再び Liberty エンジェル・プロ
セスが使用可能かどうかを確認する
ことを示します。再試行が 5 回行
われた後、試行を継続するか、
JVMSERVER リソースを無効にする
かを選択するオプションがオペレー
ターに提示されます。

v DFHSJ1403 は、指定された Liberty
エンジェル・プロセスが使用可能で
ないため、CICS が 30 秒後に再び
Liberty エンジェル・プロセスが使
用可能かどうかを確認することを示
します。再試行が 5 回行われた
後、試行を継続するか、
JVMSERVER リソースを無効にする
かを選択するオプションがオペレー
ターに提示されます。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v DFHSJ1404 は、Liberty JVM サー
バーの始動のために使用できる実行
中の Liberty エンジェル・プロセス
の有無を CICS が確認しようとして
5 回失敗した場合に発行されます。
Liberty エンジェル・プロセスが使
用可能になるまで待ち続けるか、
JVMSERVER リソースを無効にする
かを決定するプロンプトがオペレー
ターに表示されます。

v DFHSJ1407 は、複数のユーザー・
エージェント・ホワイトリスト・フ
ァイルが CMCI JVM サーバーに定
義されていて、そのうちの最初のフ
ァイルが使用されることを示しま
す。

v DFHSJ1408 は、CMCI JVM サーバ
ーに定義されているユーザー・エー
ジェント・ホワイトリスト・ファイ
ルに問題があるため、CMCIへのア
クセスが一切許可されないことを示
します。

v DFHSJ1409 は、ユーザー・エージ
ェント・ホワイトリスト・ファイル
に対する作成、変更、削除の操作後
に、ホワイトリストに登録されたユ
ーザー・エージェント値の現在のキ
ャッシュが削除され、そのファイル
が再解析されることを示します。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v DFHSJ1410 は、ユーザー・エージ
ェントがホワイトリスト・キャッシ
ュに追加されたことを示します。

v DFHSJ1411 は、ユーザー・エージ
ェント・ホワイトリスト・ファイル
の処理が正常に完了し、ホワイトリ
ストに登録されたユーザー・エージ
ェントに CMCI へのアクセスが許
可されることを示します。

v DFHSJ1412 は、ユーザー・エージ
ェントがユーザー・エージェント・
ホワイトリスト・ファイルにリスト
されていないために CMCI へのア
クセスを拒否されたことを示しま
す。

v DFHSJ1413 は、ユーザー・エージ
ェントのホワイトリスト処理が無効
にされたために、CMCI JVM サー
バーへのアクセスが許可されないこ
とを示します。

v DFHSJ1414 は、CMCI JVM サーバ
ーが HTTP 接続を処理できること
を示します。

v DFHSM0102 は、ストレージに違反が
あるトランザクションの tranid および
trannum を示すようになりました。

v DFHTD0387 は DFHTD0386 の後
に発行され、CICS の初期化を継続
または終了するための GO または
CANCEL 応答を要求します。

v DFHWU4303 は、そのレベルの
CICS Explorer では CMCI への接
続が許可されないことを示します。

v DFHXM0612 は、指定されたトラン
ザクションが削除または置換された
ために、アプリケーションのエント
リー・ポイントが使用不可であるこ
とを示します。

v DFHXS1404 は、始動時に 1 つ以上
のカテゴリー 1 トランザクション
にアクセスするための権限が領域ユ
ーザー ID になかったために、シス
テムの初期設定に失敗したことを示
します。

v DFHXS1113 は、始動時にアクセスす
るための権限が領域ユーザー ID にな
いカテゴリー 1 トランザクションも示
します。

v DFHXS1402 は、Kerberos サービスを
サポートするように構成されていない
CICS 領域も示します。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v EYUBM0349W は、所定の
CICSplex の所定のリソース定義が
データ・リポジトリーの中で見つか
らないことを示します。

v EYUCS0109I は、所定の CMAS へ
の接続を完了できなかったことを示
します。

v EYUPN0005W では、IMS DBCTL 停
止が発生した場合に「DBCTRL」では
なく「DBCTL」というテキストが挿入
されるようになりました。

v EYUVS0215E は、所定の JVM サー
バーを作成しようとして失敗したこ
とを示します。

v EYUVS0216I は、CMCI JVM サー
バーが正常にインストールされたこ
とを示します。

v EYUVS0218E は、所定の CMCI
JVM サーバーがインストールされ
た後に有効にすることができなかっ
たことを示します。

v EYUVS0219I は、所定の CMCI
JVM サーバーがインストールされ
て、CMCI で使用できるように正常
に有効になったことを示します。

v EYUVS0220E は、既存の CMCI
JVM サーバーの無効化と破棄を行
おうとしたときに失敗したことを示
します。

v EYUVS0221E は、GraphQL インタ
ーフェースの実行に必要なリソース
をインストールできなかったことを
示します。

v EYUVS0222I は、CICS GraphQL
Interface が正常に使用可能になった
ことを示します。

v EYUVS0223I は、CICSPlex SM の
WUI 領域が、インストール済みの
CMCI JVM サーバーが有効になる
のを待機していることを示します。
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表 12. このリリースでのメッセージおよびコードの変更点 (続き)

新しいメッセージ 変更されたメッセージ 除去されたメッセージ

v EYUXE0048E は、このオペレーティ
ング・システム・レベルでは CMAS
初期化がサポートされていないこと
を示します。

v EYUXE0049E は、このハードウェ
ア・レベルでは CMAS 初期化がサ
ポートされていないことを示しま
す。

表 13. このリリースでの異常終了コードの変更点

新しい異常終了コード 変更された異常終了コード 除去された異常終了コード

v AMQO は、ユーザー・トランザク
ションがプログラム DFHMQTSK
を呼び出そうとしたときに生成され
ます。

v ANJ1 は、ユーザー・トランザクシ
ョンとして CICS 内部タスク
CNJL を実行しようとしたときに生
成されます。

v ANJ2 は、CNJL トランザクション
で予期しないエラーが発生したとき
に生成されます。

v ANJ3 は、ユーザー・トランザクシ
ョンとして Node.js ワーカー・タ
スク CNJW を実行しようとしたと
きに生成されます。

v ANJ4 は、ローカルでの CICS への
Node.js 呼び出し処理で予期しない
エラーが発生したときに生成されま
す。

コンパイラーおよび変換プログラムのサポートの変更点

表 14. このリリースでのコンパイラーおよび変換プログラムのサポートの変更点

コンパイラー このリリース

CICS 変換プログラム 廃止: COBOL プログラムをコンパイルするときに、CICS 変換プログ
ラムは COBOL LIB パラメーターを CBL カードに挿入しなくなりま
した。

変更: CICS 変換プログラムは、制限付きコマンドの parmlib メンバー
DFHAPIR を処理できるようになりました。このメンバーには、制限付
きの CICS API および SPI コマンドを識別する規則が含まれていま
す。CICS 変換プログラムは、変換中に制限付きのコマンドやキーワー
ドがソース・プログラムに使用されているかどうかを検出し、違反を検
出した場合は警告メッセージまたはエラー・メッセージを生成します。
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イベント処理アダプターおよびフォーマットの変更点

表 15. このリリースでのイベント処理アダプターおよびフォーマットの変更点

EP アダプターまたはフォーマット このリリース

CICS フラット化イベント (CFE) フォーマ
ット

新規: キャプチャー・データ項目数をカウントする EPFE-ITEMCOUNT が
EPFE ヘッダーに追加されました。

CICS コンテナー・ベース・イベント
(CCE) フォーマット

新規: キャプチャー・データ項目数をカウントする EPFE-ITEMCOUNT が
EPFE ヘッダーに追加されました。

SIT パラメーターの変更点

表 16. このリリースでのシステム初期設定パラメーターの変更点

SIT このリリース

GMTRAN 変更: 新規オプション EXIT または DISCONNECT は、PF3 または
PF15 の使用時に端末セッションを切断するかどうかを制御します。こ
れらのオプションは、CICS 提供のサインオン・トランザクション
CESN または CESL にのみ影響を与えます。

GNTRAN 新規: ユーザーの端末タイムアウト期間が満了したときに CICS が呼び
出すトランザクションを指定します。

HPO 変更: このパラメーターは、EXEC PGM=DFHSIP ステートメントの PARM
パラメーターまたは SYSIN データ・セットに指定できるようになりま
した。

KERBEROSUSER 新規: CICS 領域の Kerberos サービス・プリンシパルに関連付けられ
ているユーザー ID を指定します。

MINTLSLEVEL 変更: デフォルト値が TLS12 に変更。

PLTPI 変更: プログラム・リスト・テーブルのフルネームを接尾部の代わりに
指定できるようにします。

PLTSD 変更: プログラム・リスト・テーブルのフルネームを接尾部の代わりに
指定できるようにします。

USSHOME 変更: NONE オプションは削除されました。

JVM プロファイルの変更点

表 17. このリリースでの JVM プロファイルの変更点

オプション このリリース

com.ibm.cics.jvmserver.cmci.user.agent.white.list 新規: CMCI JVM サーバーの場合のみ。ク
ライアント・ホワイトリスト・ファイルの
場所を指定し、CMCI JVM サーバーでの
ホワイトリスト処理を有効にします。

com.ibm.cics.jvmserver.cmci.user.agent.white.list.monitor.interval 新規: CMCI JVM サーバーの場合のみ。
CMCI JVM サーバーによって実行される
Liberty キャッシュ・ファイルのモニタ
ー・チェックの間隔を指定します。
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表 17. このリリースでの JVM プロファイルの変更点 (続き)

オプション このリリース

com.ibm.cics.jvmserver.cmci.user.agent.white.list.reject.text 新規: CMCI JVM サーバーの場合のみ。使
用しているシステム管理クライアントがク
ライアント・ホワイトリストに登録されて
いないために CMCI への接続要求が拒否
された場合にユーザーに返すカスタム応答
メッセージを指定します。

com.ibm.ws.zos.core.angelName 変更: Liberty JVM サーバーが始動時に接
続する対象となる名前付きエンジェル・プ
ロセスを指定します。

com.ibm.ws.zos.core.angelRequired 新規: Liberty JVM サーバーの有効化時に
Liberty エンジェル・プロセスに接続しな
ければならないという要件を適用します。

管理テーブルの変更点

表 18. このリリースでのリソース定義の変更点

リソース このリリース

DFHMCT 変更:

v URIMAP トランザクション・リソース・モニターの制限を設定する
ために、DFHMCT TYPE=INITIAL で使用可能な新規オプション
URIMAP が追加されました。

v WEBSERVICE トランザクション・リソース・モニターの制限を設定
するために、DFHMCT TYPE=INITIAL で使用可能な新規オプショ
ン WEBSERVC が追加されました。

DFHPLT 変更: アセンブルされた PLT は、CICS によって処理されなくなりまし
た。代わりに、CICS は PARMLIB または DFHTABLE からテーブル
のソースを読み取り、これを使用して PLT 処理を制御します。 CICS
が PARMLIB または DFHTABLE 連結内のデータ・セットに対する
READ アクセスを持っていることを確認してください。

CICS SPI の変更点

表 19. このリリースでのシステム・プログラミング・インターフェース・コマンドの変更点

コマンド このリリース

EXTRACT STATISTICS 変更: 新規オプション NODEJSAPP

INQUIRE CFDTPOOL THREADSAFE
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表 19. このリリースでのシステム・プログラミング・インターフェース・コマンドの変更点 (続き)

コマンド このリリース

INQUIRE CONNECTION 変更:

v CONNECTION(data-value) は、ローカル・システムの名前を受け入
れるようになりました。

v 新規オプション AIDCOUNT は、接続の AID チェーンに含まれて
いる現在の自動開始プログラム記述子 (AID) の数を返します。

v オプション CHANGEAGENT および INSTALLAGENT に新しい
CVDA 値 DYNAMIC が追加されました。

v オプション ACCESSMETHOD、AUTOCONNECT、および
SERVSTATUS に新しい CVDA 値 NOTAPPLIC が追加されまし
た。

INQUIRE FEATUREKEY 新規: 機能トグルの値を取得します。

INQUIRE MONITOR 変更:

v 新規オプション URIMAPLIMIT は、CICS がトランザクション・リ
ソース・モニターを実行する対象の WEB OPEN URIMAP コマンドに指
定された URIMAP の最大数を返します。

v 新規オプション WEBSERVLIMIT は、CICS がトランザクション・
リソース・モニターを実行する対象の INVOKE SERVICE コマンドに使
用される WEBSERVICE の最大数を返します。

INQUIRE NETNAME 変更: 新規パラメーター TNADDR、TNIPFAMILY、および TNPORT は、
TN3270 クライアントの IPv4 または IPv6 アドレスとポートを返しま
す。

INQUIRE NODEJSAPP 新規: CICS 領域で実行中の Node.js アプリケーションに関する情報を
取得します。

INQUIRE SYSTEM 変更:

v 新規オプション AIDCOUNT は、ローカル・システムの AID チェ
ーンに含まれている現在の自動開始プログラム記述子 (AID) の数を
返します。

v 新規オプション LASTCOLDTIME は、最後の初期始動以降に CICS
システムが実行した最後のコールド・スタートの日時を返します。

v 新規オプション LASTEMERTIME は、最後の初期始動以降に CICS
システムが実行した最後の緊急始動の日時を返します。

v 新規オプション LASTINITTIME は、CICS システムの最後の初期始
動の日時を返します。

v 新規オプション LASTWARMTIME は、最後の初期始動以降に
CICS システムが実行した最後のウォーム・スタートの日時を返しま
す。

v 新規オプション PLTPIUSR は、PLTPI 処理に適用できるユーザー
ID を返します。

INQUIRE TERMINAL 変更: 新規パラメーター TNADDR、TNIPFAMILY、および TNPORT は、
TN3270 クライアントの IPv4 または IPv6 アドレスとポートを返しま
す。

INQUIRE WEBSERVICE 変更: MAPPINGLEVEL および MINRUNLEVEL が 4.2 および 4.3 を
受け入れるようになった
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表 19. このリリースでのシステム・プログラミング・インターフェース・コマンドの変更点 (続き)

コマンド このリリース

INQUIRE XMLTRANSFORM 変更: MAPPINGLEVEL および MINRUNLEVEL が 4.2 および 4.3 を
受け入れるようになった

PERFORM SHUTDOWN 変更: 新規 PLTNAME オプションでは、完全な PLT 名を指定できま
す。

PERFORM STATISTICS 変更: 新規オプション POLICY は、CICS ポリシー規則統計を生成しま
す。新規オプション NODEJSAPP は、NODEJSAPP リソースの統計を
生成します。

SET CONNECTION 変更: CONNECTION(data-value) は、ローカル・システムの名前を受け
入れるようになりました。

SET MONITOR 変更:

v 新規オプション URIMAPLIMIT は、CICS がトランザクション・リ
ソース・モニターを実行する対象の WEB OPEN URIMAP コマンドに指
定された URIMAP の最大数を設定します。

v 新規オプション WEBSERVLIMIT は、CICS がトランザクション・
リソース・モニターを実行する対象の INVOKE SERVICE コマンドに使
用される WEBSERVICE の最大数を設定します。

SET TASK 変更: タスクをパージまたは強制パージするときに、そのタスクで使用
されているスレッドが Db2 でアクティブな場合に、 Db2 スレッド取
り消しコマンドを発行してスレッドを取り消すように、タスク・パージ
の CICS 処理が拡張されました。

CICS EXCI の変更点

表 20. このリリースでの外部 CICS インターフェース (EXCI) コマンドの変更点

コマンド このリリース

ENDBROWSE CONTAINER (EXCI) 新規: チャネルに関連するコンテナーのブラウズを終了します。

GETNEXT CONTAINER (EXCI) 新規: チャネルに関連付けられているコンテナーをブラウズします。

QUERY CHANNEL (EXCI) 新規: チャネル内のコンテナーの数をカウントします。

STARTBROWSE CONTAINER (EXCI) 新規: チャネルに関連するコンテナーのブラウズを開始します。

XPI 機能の変更点

表 21. このリリースでの XPI 機能の変更点

コマンド このリリース

パラメーター・ドメイン XPI 関数 新規: DFHPAIQX INQUIRE_FEATUREKEY は、機能トグルの設定を
照会します。

CICS 提供のトランザクションの変更点。

表 22. このリリースでの CICS 提供トランザクションの変更点

トランザクション このリリース

CDBE 新規: CICS Db2 接続機能強制シャットダウン・トランザクション (カ
テゴリー 1)

CDBF 変更: カテゴリー 2 のトランザクションになりました。
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表 22. このリリースでの CICS 提供トランザクションの変更点 (続き)

トランザクション このリリース

CDBP 新規: CICS Db2 接続機能シャットダウン静止トランザクション (カテ
ゴリー 1)

CDBQ 変更: カテゴリー 2 のトランザクションになりました。

CEMN - CICS モニター機能トランザクシ
ョン

変更: URIMAP および WEBSERVICE リソース制限を設定するための
オプションが追加されました。
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表 22. このリリースでの CICS 提供トランザクションの変更点 (続き)

トランザクション このリリース

CEMT - マスター端末 変更:

v CEMT INQUIRE CONNECTION: CONNECTION(data-value) は、
ローカル・システムの名前を受け入れるようになりました。新規オプ
ション AIDCOUNT は、接続の AID チェーンに含まれている現在
の自動開始プログラム記述子 (AID) の数を返します。

v CEMT INQUIRE MONITOR: 新規オプション URIMAPLIMIT は、
CICS がトランザクション・リソース・モニターを実行する対象の
WEB OPEN URIMAP コマンドに指定された URIMAP の最大数を返し
ます。新規オプション WEBSERVLIMIT は、CICS がトランザクシ
ョン・リソース・モニターを実行する対象の INVOKE SERVICE コマン
ドに使用される WEBSERVICE の最大数を返します。

v CEMT INQUIRE SYSTEM: 新規オプション AIDCOUNT は、ロー
カル・システムの AID チェーンに含まれている現在の自動開始プロ
グラム記述子 (AID) の数を返します。新規オプション PLTPIUSR
は、PLTPI 処理に適用できるユーザー ID を返します。新規オプシ
ョン LASTCOLDTIME は、最後の初期始動以降に CICS システム
が実行した最後のコールド・スタートの日時を返します。新規オプシ
ョン LASTEMERTIME は、最後の初期始動以降に CICS システム
が実行した最後の緊急始動の日時を返します。新規オプション
LASTINITTIME は、CICS システムの最後の初期始動の日時を返し
ます。新規オプション LASTWARMTIME は、最後の初期始動以降
に CICS システムが実行した最後のウォーム・スタートの日時を返
します。

v CEMT PERFORM SHUTDOWN: 新規 PLTNAME オプションで
は、完全な PLT 名を指定できます。

v CEMT PERFORM STATISTICS: 新規オプション POLICY は、CICS
ポリシー規則統計を生成します。

v CEMT SET CONNECTION: CONNECTION(data-value) は、ローカ
ル・システムの名前を受け入れるようになりました。

v CEMT SET MONITOR: 新規オプション URIMAPLIMIT は、CICS
がトランザクション・リソース・モニターを実行する対象の WEB
OPEN URIMAP コマンドに指定された URIMAP の最大数を設定しま
す。新規オプション WEBSERVLIMIT は、CICS がトランザクショ
ン・リソース・モニターを実行する対象の INVOKE SERVICE コマンド
に使用される WEBSERVICE の最大数を設定します。

v CEMT SET TASK: タスクをパージまたは強制パージするときに、そ
のタスクで使用されているスレッドが Db2 でアクティブな場合に、
Db2 スレッド取り消しコマンドを発行してスレッドを取り消すよう
に、タスク・パージの CICS 処理が拡張されました。

新規:

v CEMT INQUIRE NODEJSAPP: Node.js アプリケーションの状況に
関する情報を取得します。

CFCT 新規: 指定された間隔でレプリカ生成ログに VSAM ファイルのタイア
ップ・レコードが書き込まれます。

CKAM 変更: MXT 状態に反応します。
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表 22. このリリースでの CICS 提供トランザクションの変更点 (続き)

トランザクション このリリース

CNJL 新規: Node.js 関連の通知を listen します。

CNJW 新規: CICS パイプラインの Node.js インバウンド・ルーター。

CICS モニターの変更点

表 23. このリリースでのモニター・データの変更点

データ このリリース

DFHSOCK グループ 新規: 新規フィールド SOCONMSG は、クライアントの新規接続を確
立するために最初のメッセージをタスクが処理したかどうかを示しま
す。SOCONMSG を使用して、新規ソケット接続の生成頻度を測定でき
ます。

DFHWEBB グループ 新規:

v 新規フィールド WBURIOPN は、ユーザー・タスクが発行した
WEB OPEN URIMAP 要求を処理している間に経過した合計時間を
示します。

v 新規フィールド WBURIRCV は、ユーザー・タスクが発行した
WEB CONVERSE 要求と受信側の WEB CONVERSE 要求を処理し
ている間に経過した合計時間を示します。

v 新規フィールド WBURISND は、ユーザー・タスクが発行した
WEB SEND 要求と送信側の WEB CONVERSE 要求を処理してい
る間に経過した合計時間を示します。

v 新規フィールド NJSAPPNM。

DFHWEBC グループ 新規グループ: 新規フィールド WBSVINVK は、ユーザー・タスクが
WEBSERVICE の INVOKE SERVICE 要求を処理している間に経過し
た合計時間を示します。

統計の変更点

表 24. このリリースでの統計の変更点

統計 このリリース

『Reference』の『CICS Db2 統計』 変更: 新規フィールド「pthread との現在の接続数
(D2G_TCB_PROTECTED_CURRENT) (Current number of connections
with pthreads (D2G_TCB_PROTECTED_CURRENT))」 は、保護スレ
ッドが存在する現在の接続数を示します。

ISC/IRC システム・エントリー統計 変更:

v 自動開始プログラム記述子統計が、ローカル・システムについて報告
するようになりました。

v チェーン内の AID (A14EALL) は、ハーフワード 2 進数フィールド
からフルワード・バイナリー・フィールドに変更されました。また、
このフィールドは統計 DSECT のフィールド A14EMQPC の後に移
動されました。

v 新規フィールド「チェーン内のピーク AID (A14EAHWM) (Peak
aids in chain (A14EAHWM))」は、AID チェーンに同時に存在して
いた自動開始プログラム記述子のピーク数を示します。
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表 24. このリリースでの統計の変更点 (続き)

統計 このリリース

モニター・ドメイン統計 変更: 新規フィールド「URI マップ・リソース制限 (MNGURIRL)
(Urimap Resource Limit (MNGURIRL))」と「Web サービス・リソー
ス制限 (MNGWEBRL) (Webservice Resource Limit (MNGWEBRL))」
は、URIMAP および WEBSERVICE トランザクション・リソース・モ
ニターの上限を示します。

NODEJSAPP 統計 新規: Node.js アプリケーションの統計。

ポリシー統計 新規: CICS ポリシー規則の統計が提供されます。

トランザクション・リソース統計 変更: 新規フィールド「異常終了カウント (XMRAENDC) (Abend
Count (XMRAENDC))」。

GLUE および TRUE の変更点

表 25. このリリースでのグローバル・ユーザー出口およびタスク関連ユーザー出口の変更点

Exit (出口) このリリース

XDTAD 変更: 出口プログラムはスレッド・セーフにする必要があり、また出口
点でスレッド・セーフとして有効にする必要があります。そうしない
と、オープン TCB で実行中の CFDT 要求に対して余計な TCB 切り
替えが行われます。

XPCFTCH 変更: UEPPCDS パラメーターの新規フィールド:
PCUE_INVOKING_PROGRAM_NAME

ユーザーが置換可能なプログラムの変更点

表 26. このリリースでのユーザー置換可能プログラムの変更点

プログラム このリリース

新規:

サンプルの変更点

表 27. このリリースでの CICS 付属のサンプルの変更点

サンプル このリリース

変更:

CICSPlex SM リソース・テーブルの変更点

表 28. このリリースでの CICSPlex SM によって提供されるリソース・テーブルの変更点

リソース・テーブル このリリース

CICSRGN 変更: 新規フィールド:
AIDCOUNT、LASTCOLDTIME、LASTEMERTIME、LASTINITTIME、
LASTWARMTIME、および PLTPIUSR。

CONNECT 変更: 新規フィールド: AIDHWM および AIDSF

DB2CONN 変更: 新規フィールド TCBPROTCUR は、保護スレッドが存在する接
続の現在の数を示します。
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表 28. このリリースでの CICSPlex SM によって提供されるリソース・テーブルの変更点 (続き)

リソース・テーブル このリリース

FEATURE 新規: 領域に対して指定された機能トグルに関する情報が提供されま
す。

HTASK 変更: タスクが開始された Node.js アプリケーション名を示す新規フィ
ールド TMRNJAPN。

MONITOR 変更: 新規フィールド URIMAPLIMIT および WEBSERVLIMIT は、
URIMAP と WEBSERVICEトランザクション・リソース・モニターに
対して設定された上限を示します。

NODEJSAP 新規: Node.js アプリケーションに関する情報を提供します。

TASK 変更: タスクが開始された Node.js アプリケーション名を示す新規フィ
ールド TMRNJAPN。

TDQDEF 変更: 新規フィールド JOBUSERID は、JES 内部読み取りプログラム
に、ジョブのデフォルトのジョブ・ユーザー ID を指定します。

TERMNL 変更: 新規フィールド: TNADDR、TNIPFAMILY、および TNPORT。

CICSPlex SM システム・パラメーターの変更点

表 29. このリリースでの CICSPlex SM によって使用されるシステム・パラメーターの変更点

システム・パラメーター このリリース

新規:

CICSPlex SM の動作の変更点

CICSPlex SM ワークロード・ルーティングの決定における領域 z/OS WLM ヘル
ス値の使用の拡張

領域の z/OS WLM ヘルス値が、CICSPlex SM ワークロード・ルーティン
グの決定要素としてより大きな効果を与えるようになりました。ワークロー
ドをルーティングするターゲット領域を決定する際、CICSPlex SM ワーク
ロード管理は、各領域の実際のヘルス値に基づいて、ルーティング・アルゴ
リズムでのペナルティーの重みを割り当てます。ヘルス値が大きいほど、割
り当てられるペナルティーの重みは低くなるため、ヘルス値が大きい領域
は、ターゲットとしてより好ましい領域になります。また、ヘルス値がゼロ
の領域は、処理の受け入れに適格ではない領域と見なされるようになりまし
た。

EYUHIST* データ・セットのレコード・サイズの増加
EYUHIST* データ・セットのレコード・サイズが RECORDSIZE(3536
3540) から RECORDSIZE(3620 3624) に増えました。CICSPlex SM 履歴デ
ータ・セットの作成とアップグレードを行うための EYUJHIST サンプル
は、この変更を反映するように更新されました。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。この
資料の他の言語版を IBM から入手できる場合があります。ただし、これを入手す
るには、本製品または当該言語版製品を所有している必要がある場合があります。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM
の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。 IBM 製品、プログラムまたはサービ
スに代えて、IBM の知的所有権を侵害することのない機能的に同等のプログラムま
たは製品を使用することができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作
またはサービスの評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510
東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状
態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域
によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定
の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜の
ため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありま
せん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではあり
ません。それらの Web サイトは、お客様自身の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Director of Licensing
IBM Corporation
North Castle Drive, MD-NC119 Armonk,
NY 10504-1785
United States of America

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名前はすべて架空のものであ
り、類似する個人や企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎません。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
これらのサンプル・プログラムは特定物として現存するままの状態で提供されるも
のであり、いかなる保証も提供されません。 IBM は、お客様の当該サンプル・プ
ログラムの使用から生ずるいかなる損害に対しても一切の責任を負いません。

プログラミング・インターフェース情報

CICS には、プログラミング・インターフェースと見なすことのできる資料と、プロ
グラミング・インターフェースと見なすことのできない資料があります。
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オンライン製品資料の以下のセクションには、CICS Transaction Server for z/OS,
バージョン 5 リリース 5 のサービスを取得するプログラムをお客様が作成するた
めのプログラミング・インターフェースが含まれています。

v アプリケーションの開発

v システム・プログラムの開発

v 保護の概要

v 外部インターフェースに向けた開発

v リファレンス: アプリケーション開発

v リファレンス: システム・プログラミング

v リファレンス: 接続

オンライン製品資料の以下のセクションには、CICS Transaction Server for z/OS,
バージョン 5 リリース 5 のプログラミング・インターフェースとして意図されて
いない (プログラミング・インターフェースと誤解される可能性のある) 情報が含ま
れています。

v トラブルシューティングおよびサポート

v リファレンス: 診断

PDF 形式のマニュアルで CICS 資料にアクセスする場合は、CICS Transaction
Server for z/OS, バージョン 5 リリース 5 のサービスを取得するプログラムをお
客様が作成するためのプログラミング・インターフェースが以下のマニュアルに含
まれています。

v アプリケーション・プログラミング・ガイドおよびアプリケーション・プログラ
ミング・リファレンス

v Business Transaction Services

v Customization Guide

v C++ OO Class Libraries

v Debugging Tools Interfaces Reference

v Distributed Transaction Programming Guide

v External Interfaces Guide

v Front End Programming Interface Guide

v IMS Database Control Guide

v インストール・ガイド

v セキュリティー・ガイド

v Supplied Transactions

v CICSPlex SM Managing Workloads

v CICSPlex SM Managing Resource Usage

v CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・ガイドおよび CICSPlex SM
アプリケーション・プログラミング・リファレンス

v Java™ Applications in CICS

PDF 形式のマニュアルで CICS 資料にアクセスする場合は、CICS Transaction
Server for z/OS, バージョン 5 リリース 5 のプログラミング・インターフェース
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として意図されていない (プログラミング・インターフェースと誤解される可能性
のある) 情報が以下のマニュアルに含まれています。

v Data Areas

v Diagnosis Reference

v Problem Determination Guide

v CICSPlex SM Problem Determination Guide

商標

IBM、IBM ロゴおよび ibm.com® は、世界の多くの国で登録された International
Business Machines Corporation の商標または登録商標です。他の製品名およびサ
ービス名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点で
の IBM の商標リストについては、 http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml
をご覧ください。

Adobe、Adobe ロゴ、PostScript、PostScript ロゴは、Adobe Systems
Incorporated の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

インテル、Intel、Intel ロゴ、Intel Inside、Intel Inside ロゴ、Intel
Centrino、Intel Centrino ロゴ、Celeron、Intel Xeon、Intel SpeedStep、Itanium、
および Pentium は、Intel Corporation または子会社の米国およびその他の国にお
ける商標または登録商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Oracle やその関連会社の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft、Windows、Windows NT および Windows ロゴは、Microsoft
Corporation の米国およびその他の国における商標です。

UNIX は The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

製品資料に関するご使用条件

これらの資料は、以下のご使用条件に同意していただける場合に限りご使用いただ
けます。

適用範囲
IBM Web サイトの「ご利用条件」に加えて、以下のご使用条件が適用され
ます。

個人使用
これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくこ
とを条件に、非商業的な個人による使用目的に限り複製することができま
す。ただし、IBM の明示的な承諾をえずに、これらの資料またはその一部
について、二次的著作物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表
示 (上映を含む) することはできません。

商用使用
これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくこ
とを条件に、お客様の企業内に限り、複製、配布、および表示することがで
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きます。ただし、IBM の明示的な承諾をえずにこれらの資料の二次的著作
物を作成したり、お客様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、また
は表示することはできません。

権利 ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、
データ、ソフトウェア、またはその他の知的所有権に対するいかなる許可、
ライセンス、または権利を明示的にも黙示的にも付与するものではありませ
ん。

資料の使用が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切
に守られていないと判断された場合、IBM はいつでも自らの判断により、
ここで与えた許可を撤回できるものとさせていただきます。

お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国の
すべての輸出入関連法規を含む、すべての関連法規を遵守するものとしま
す。

IBM これらの資料の内容についていかなる保証もしません。これらの資料
は、特定物として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定目的
適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示
の保証責任なしで提供されます。

IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント

サービス・ソリューションとしてのソフトウェアも含めた IBM ソフトウェア製品
(「ソフトウェア・オファリング」) では、製品の使用に関する情報の収集、エン
ド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザーとの対話またはその他の目的のた
めに、Cookie はじめさまざまなテクノロジーを使用することがあります。多くの場
合、ソフトウェア・オファリングにより個人情報が収集されることはありません。
IBM の「ソフトウェア・オファリング」の一部には、個人情報を収集できる機能を
持つものがあります。ご使用の「ソフトウェア・オファリング」が、これらの
Cookie およびそれに類するテクノロジーを通じてお客様による個人情報の収集を可
能にする場合、以下の具体的事項をご確認ください。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース (メイン・インターフェース) の
場合: このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション

管理、認証、お客様の利便性の向上、または利用の追跡または機能上の目的
のために、それぞれのお客様のユーザー名、およびその他の個人情報を、セ
ッションごとの Cookie および持続的な Cookie を使用して収集する場合
があります。これらの Cookie を無効にすることはできません。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース (データ・インターフェース) の
場合: このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション

管理、認証、または利用の追跡または機能上の目的のために、それぞれのお
客様のユーザー名またはその他の個人情報を、セッションごとの Cookie を
使用して収集する場合があります。これらの Cookie を無効にすることはで
きません。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース (「Hello World」ページ) の場
合: このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、個人情報を

収集しないセッションごとの Cookie を使用する場合があります。これらの
Cookie を無効にすることはできません。
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CICS Explorer の場合:
このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション
管理、お客様の利便性の向上、または利用の追跡または機能上の目的のため
に、それぞれのお客様のユーザー名、およびその他の個人情報を、セッショ
ンごとの設定および持続的な設定を使用して収集する場合があります。これ
らの設定を無効にすることはできませんが、ユーザー・パスワードの暗号化
形式でのディスクへの保管は、サインオン中にチェック・ボックスにチェッ
ク・マークを付けることによるユーザーの明示的な操作によってのみ有効化
することができます。

この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie およびさまざまなテクノロジーを
使用してエンド・ユーザーから個人を特定できる情報を収集する機能を提供する場
合、 お客様は、このような情報を収集するにあたって適用される法律、ガイドライ
ン等を遵守する必要があります。これには、エンドユーザーへの通知や同意の要求
も含まれますがそれらには限られません。

このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、
『IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント』(http://www.ibm.com/
privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェブ・ビーコン、その他のテクノロジ
ー』および「IBM Software Products and Software-as-a-Service Privacy
Statement」(http://www.ibm.com/software/info/product-privacy) を参照してく
ださい。
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索引

日本語, 数字, 英字, 特殊文字の
順に配列されています。なお, 濁
音と半濁音は清音と同等に扱われ
ています。
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